
○　本校の概要 令和8年2月20日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

１：
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２：
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。
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②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

目標に対する成果指標
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これまでの取組
今後の改善策
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評価
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成果
評価

令和７年度　大田区立東調布中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

◆学校規模　　　全校生徒数：309名　　　学級数：通常の学級10学級、特別支援学級３学級　　　教員数：２５名（校長・副校長・養護教諭含む）
◆学校の特色　　①生徒会とJRC（青少年赤十字）が中心となり、ボランティア活動が盛んである。
　　　　　　　　 　　②部活動については、運動系が８部、文化系が６部、合計１４部活と数多く開設している。
　　　　　　　　　　　　特色ある部活動としては三味線部、華道部、チアリーディング部等がある。
　　　　　　　　　　 ③学校地域支援本部と学区域５町会が学校に対して大変協力的で、日常的に緑化活動が行われている。
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学校関係者記入欄

4

「体験的な活動や、他と協働しながら
活動することができましたか。」
肯定的回答の割合
保護者97．0％　生徒97.6％
・学習の基盤となる資質・能力の
「問題発見・解決能力」の育成を
図るために、教科横断的な指導を
行っている。指導者側が課題を与
えることが多く、目標や課題を生
徒自ら見付け、主体的に課題を解
決できるように指導の改善が必要
である。
・第１学年では、東京都の事業
「笑顔と学びの体験活動プロジェ
クト」を活用し、12月に１年生全
員が「車いすバスケ」を体験し
た。今後も都や区、企業が実施す
る事業を活用し、体験な学びを継
続していく。
・第２学年では、キャリア教育の
一貫として11月に職場体験を実施
した。また、東京都の事業「デフ
リンピック競技観戦・体験活動事
業」を活用し、11月にデフリン
ピックを観戦した。

「タブレット端末を活用して意欲的に
学習に取り組むことができました
か。」
肯定的回答の割合
保護者87．9％　生徒95.2％
・各教科においてタブレット端末
などのICT機器を活用して授業を行
い、情報活用能力を育成してい
る。また、情報リテラシーについ
ての指導を行っているが、生徒個
人のスマートフォン利用において
課題がある。この後も引き続き家
庭と連携しながら、継続した指導「ＡＬＴなどと英語でコミュニケーション
をとることができましたか。」
肯定的回答の割合
保護者57.6％　生徒87.5％
・保護者と子どもで肯定的回答の
割合が30％も異なった。子どもは
日常的に授業でALTと交流をしてい
るが、保護者がその場面を見られ
ていないことが想定される。今後
は学校公開等で保護者にも理解を
得られるように時間割りを工夫す
ることが求められる。

「人に嫌がることをしたり、言ったりし
ていませんか。」　肯定的回答の割合
保護者94.9％　生徒85.1％
・特別の教科 道徳を中心に人権教
育に関連する指導を行った。ま
た、いじめ防止を目的として年度
当初に、生徒会が中心となってい
じめ追放宣言を全生徒が行った。
しかし、ＳＭＳ等のトラブルは一
定程度発生している。この後も引
き続き家庭と連携しながら、継続
した指導が必要である。

「地球の環境問題などについて考え
る力を身に付けることができました
か。」　肯定的回答の割合
保護者89.9％　生徒90.3％
・社会科を中心に教科横断的にＳ
ＤＧｓの視点で授業を行った。生
徒は与えられた課題に向き合い、
しっかり考えることはできてい
る。自分自身で何ができるのか、
何をするべきかを考えられるよう
に指導の改善が必要である。
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（再掲）「人に嫌がることをしたり、言ったり
していませんか。」
肯定的回答の割合
保護者94.9％　生徒85.1％
・特別の教科 道徳を中心に人権教育に
関連する指導を行った。また、いじめ
防止を目的として年度当初に、生徒会
が中心となっていじめ追放宣言を全生
徒が行った。しかし、ＳＭＳ等のトラ
ブルは一定程度発生している。この後
も引き続き家庭と連携しながら、継続
した指導が必要である。

「授業で学習したことを理解することができ
ましたか。」肯定的回答の割合
保護者100％　生徒93.5％
「授業で分からないことを先生に質問する
ことはできましたか。」
肯定的回答の割合
保護者65.7％　生徒68.5％
・数学科、英語科において、東京都の
ガイドラインに沿った習熟度別少人数
授業を実施している。
・授業の学習を理解している肯定的な
回答が9割を越えてるが、一定程度の生
徒は授業の内容を理解できていない。
そのため、学年によってはテスト前に
質問教室を設けている。しかし、分か
らないことを先生に質問していない生
徒の割合が30％程度存在している。日
常的な対話などにより生徒理解を深
め、生徒が教員を信頼し、質問できる
ようにする。

「自分自身や家族の健康について考える
事ができましたか。」肯定的回答の割合
保護者87.9％　生徒87.5％
・養護教諭、各担任を中心に「早寝・
早起き・朝ご飯」月間の取り組みを
行った。また、学級活動や総合的な学
習の時間においても望ましい生活習慣
について学習している。

・小中一貫教育として小学校（東調布
第一小学校・嶺町小学校）と連携し、
教科毎に指導重点事項を決め、２回の
研究授業を相互に行った。授業参観後
の協議会では、指導重点事項について
協議を行い、それぞれの教員が指導の
改善に生かした。
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２：

１：

４：
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Ｄ
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○様々な体験活動を通じて幅広い考え方や表
現す　　る力が育まれていくことを期待します。

○我が町自慢の学校の東調布中は７０周年を
迎え、歴史ある学校で、これからもこの地域を
担う大切な教育の場と言えます。生徒一人ひと
りが校則に則り、真面目に一生懸命に取り組ん
でいる姿は近所で評判です。

○授業だけではなく、職場体験などの機会を通
して生徒の創造性が高まっていると感じる。

○国際空港羽田を抱えた地域として区はグ
ローバル化を大きなテーマとしておりますが、
私共自治会は規模も小さい身の丈に合った活
動を行っています。今後も未来社会を担う生徒
が主体的に活動できるように、学校・地域・自治
会が一体となったコミュニティ・スクールの中で
活動を行っていきたいと思います。

○楽しさを重視した指導を取り入れて英語への
前向きな態度につながっていく事を期待しま
す。

○地域性もあるが、学校全体で英語教育への
意識が高く、保護者も学習への理解が深いと
感じる。

○授業参観では、子ども達がALTの先生と質
問をしたり、受けたりしてコミュニケーションがと
れている様子でした。保護者の数値が低いの
が気になりました。

○教育の中でも情操や道徳心の育生は、将来
を担う子ども達にとって一番必要なことであると
思います。また、学校いじめ基本方針に則った
生活習慣の確立は大変重要なことと思います。
また、日常的な細かな指導は、中学校の教育
だけではなく小中連携しながら一貫して行うこと
が大切であると思います。

○生徒一人ひとりの意欲や実態に応じた支援
の工夫が今後の課題であると感じます。

○小学校・中学校・高校が隣接している地域で
あり、それぞれの交流が独自性を生み出してい
ると感じる。

○「授業でわからないところを先生に質問する
ことができる」の肯定的回答の割合が低いで
す。先生側でも質問がしやすい先生と感じても
らえるような印象を与えることが大切であると感
じました。一方で、「先生は質問に丁寧に答え
てくれますか」の肯定的回答は９８％であった
ので安心しました。

保護者アンケートで

「子どもは体験的な活
動や、他と協働しながら
活動することができまし

たか。」

の肯定的回答の割合

４：

３：

２：

１：

４：

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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保護者アンケートで

「子どもは人の嫌がるこ
とをしたり、言ったりして

いませんか。」

の肯定的回答の割合

生徒アンケートで

「先生方の授業はわか
りやすい。」

の肯定的回答の割合
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黄色で示してある箇所は学校独自の成果指標です。



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ 0

Ａ 10

１：

60%
未満

Ｄ 0

Ａ 10

Ｃ 0

４：

80%
以上

３：

70%
以上

２：

60%
以上

4

3

2

0

3

3

３：

70%
以上

2

Ｂ 1

4

4

Ｂ 0

保護者アンケートで

「学校は教育活動の推
進について地域の協力

を得ている。」

の肯定的回答の割合

保護者「学校は便りなどで教育方針
や教育内容をわかりやすく伝えてい
ますか。」
肯定的回答の割合　98.0％
・保護者、地域に対し生徒の活動
を、学校だよりや学年だより、
ホームページや情報連絡ツールな
どで発信することができた。
・地域教育連絡協議会を年間複数
回実施し、学校と地域の間で情報
共有を図ることができた。
・学校支援地域本部の協力によ
り、校内の緑化に向けて活動する
ことができた。
・各種学校行事の運営補助、登下
校見守りやあいさつ活動にPTAの協
力を得て実施することができた。

保護者「学校は、学校行事などで地
域の方の協力を得て活動しています
か。」
肯定的回答の割合　99.0％
生徒「学校行事やボランティア活動な
どで、地域の方と一緒に活動すること
ができましたか。
肯定的回答の割合　81.9％
・地域のお祭りや行事に生徒が参
加し、地域活動に貢献することが
できた。しかし、参加できたのは
一部の生徒に留まっている。
・次年度以降はコミュニティス
クールが導入される。現在の活動
を更に充実させ地域のコミュニ
ティの核としての学校づくりのた
めに、地域の方の協力はもちろん
教員や生徒の協力も必要となる。
休日の活動が多くなるため、教員
の働き方改革なども考慮しななが
ら、できるだけ多くの教員が地域
に貢献できるように働きかける。 Ｄ 0

Ｃ 1

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④ICT機器の利活用についての校内研修
を行い、研修で得た手法を授業に生かして
いる。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

④生活面での指導が必要な際は、生徒の
心情に寄り添いながら、毅然とした姿勢で
行っている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

Ａ 10

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

3

4

3

3

4

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

4
２：

60%
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

3

４：

80%
以上

Ｃ

２：

70%
以上

３：

80%
以上

３：

70%
以上

保護者アンケートで

「学校施設は安全が確
保されており、生徒に対
して災害等発生時の対
応について指導してい

る。」

の肯定的回答の割合

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：

80%
以上

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

Ｄ

保護者アンケートで

「教員は、子どもの基礎
的・基本的学力の定着
のために授業を工夫し

ていますか。」

の肯定的回答の割合

２：

60%
以上

１：

60%
未満

生徒アンケートで

「人のいやがることをし
たり、行ったりしていな

い。」

の肯定的回答の割合

４：

90%
以上

１：

70%
未満

Ｃ

１：

60%
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 9

④地域行事へ参加して地域の方と連携し
たり、学校行事で地域の方から協力を得た
り、地域と連携した活動を実施している。

Ｂ

4

1

Ｂ 0

「学校や社会の決まりを守って生活
することができましたか。」
肯定的回答の割合
保護者100.0％　生徒98.8％
・学校生活の基盤となる生活指導
を徹底し、安心・安全に学習に取
り組める環境を整えている。
・定期的に教室などの施設安全確
認を教員が実施し、安全上問題が
ある状態が認められた際はすぐに
補修などの対応を行った。

「避難訓練にまじめに取り組み、災害
について考えることができましたか。」
肯定的回答の割合
保護者99.0％　生徒99.2％
・毎月実施している避難訓練では
実施方法を工夫して生徒が主体的
に取り組めるようにしている。災
害等発生時に自ら行動できるよう
に指導している。
・仮設校舎移行に伴い、生徒が安
全に避難できるように避難経路の
見直しを行った。

4

○災害発生時に学校が拠点となることを踏ま
え、教員・生徒・保護者が一体となって訓練に
参加し、共通理解を深めていくことが重要であ
ると考えます。

○学校の基本は、生徒が安心・安全に学べる
環境を整えることだと思いますので、現状の取
組の推進を引き続きお願いしたい。

○校舎改築中で様々な障害がある中でも、学
校は工夫しながら教育環境を整えていると思い
ます。

○安心・安全な教育環境作りでは、特に当自治会
地域の歴史と伝統に包まれた学習環境を大切にし
ていただいている学校には感謝しています。また、
そのような中で教育と共に学習環境も大切にしな
がら、学校と家庭と近隣地域が互いに協力し合っ
て活動しています。

○地域行事である夏祭りには、生徒会の皆様のご
協力をいただきありがとうございました。小さい子ど
も達との交流があり、景品を渡す姿は大変微笑ま
しく思いました。お祭りや盆踊りにも参加していただ
けるとうれしいです。

○今後も地域との情報交換を大切にし、協働によ
るより良い学びの環境づくりが進むことを期待しま
す。

○文化センター祭りや職場体験等で地域で生徒の
活動する姿を見ることがある。挨拶をきちんとし一
生懸命に活動している姿を見ると応援したくなりま
す。

○保護者アンケートによる地域との連携の肯定的
回答の割合が少し低い。コミュニティ・スクールの導
入により、学校と地域が連携した事業スキームを構
築する必要がある。

○町会主催の防災訓練等においては、参加する中
学生はほとんど見かけないのが現状です。学校側
でも参加を促してもらいたいと思います。

○地域と学校が連携しながら開校70周年式典を進
めることができた。その連携は地域社会と学校との
関係性により良い効果を与えた。

○真面目で一生懸命な生徒の皆さん、そして
生徒を育ててくれる校長先生はじめ副校長先
生、教職員や関係者の皆さんには、モチベー
ションが上がる環境づくりをしっかり行ってお
り、その体制づくりに感謝します。

○生徒・保護者・教職員がより身近に関わり合
い、互いに理解を深めながら共に子ども達の成
長を支えている関係づくりができると、授業力
の向上につながるのではと考えます。

○保護者アンケート結果から、保護者の満足
度が高く一つひとつの家庭への支援が行き届
いていると感じる。

○先生方がより良い環境で余裕をもって生徒
に向き合えるようにすることは、国をあげて取り
組んでもらいたい課題と思います。

○開校70周年時に、教師の皆さんが奮闘して
いる姿を多く拝見しました。そのような教師の姿
が生徒たちに届き、良い効果となって生徒の行
動に現れたと思います。

保護者「教員は、子どもの基礎的・基本的
学力の定着のために授業を工夫していま
すか。」
肯定的回答の割合　96.0％
生徒「先生の授業は、分かりやすいです
か。」
肯定的回答の割合　96.8％
・学校公開の参観者のアンケートの結
果を全教員で共有し、授業改善に努め
ている。
・年3回の校内研修では、研究授業を実
施し、外部講師を招へいして指導・講
評を受け授業者への還元を図ってい
る。今年度のテーマは「ICTを活用し
た、主体的・対話的で深い学びの実
現」である。授業者以外の教員が研修
会を通して何を学ぶことができたのか
等についても振り返り、より充実した
研修にする。

・教職員の業務負担は依然として大き
く、大きな課題である。生徒と向き合
う時間を確保するため、各種アンケー
トや配布物のデジタル化を進めてい
る。また、教職員間の連絡でも校務支
援システムを活用し、デジタル上での
情報共有・周知などに取り組み、業務
改善に努め、生徒と向き合う時間を確
保している。
・三者面談を年２回実施し、生徒だけ
ではなく保護者とも向き合いながら、
生徒一人ひとりの成長のために学校と
家庭が相互に支援できるようにしてい
る。

「先生の板書や電子黒板の提示は分りや
すいですか。」
肯定的回答　の割合
保護者96.0％　生徒98.8％
・ICT活用のための校内研修を年４回実
施した。多くの教員がタブレット端末
を持参して授業を行っている。今後も
研修の充実を図りながら効果的な活用
方法に向けて取り組んでいく。

4

○学校における様々な問題、特にいじめについ
ては、いじめ防止基本方針に沿って未然防止、
早期発見、対応を教職員で行っていると感じま
す。それは、学校公開・運動会・その他イベント
等での教職員の皆様を見ていると本当によく分
ります。学校の多くの皆さま全員で頑張ってい
る実態が素晴らしいと思います。

○保護者との連携を一層深めることで、家庭と
学校が協力したいじめ防止につながると考えま
す。

○保護者を含め多様な考え方がある中で、
様々な取組により支援が行き届いている。

・特別支援学級では、通常の学級の生
徒と行事等で交流できた。特別支援教
室では、特別支援教室専門員が中心と
なり、巡回指導教員と担任が生徒に適
切な指導ができるように連携したりす
るなど、インクルーシブ教育システム
の構築に向けて取り組んでいる。

「意識をしながら、あいさつをすることがで
きましたか。」
肯定的回答の割合
保護者　89.9％　生徒93.1％
・学校経営計画の生活指導の充実の中
で、「あいさつ」「時間を守る」「言
葉遣い」が生活指導の基本としてい
る。今後も教員自らが挨拶を励行し時
間を厳守するなどで模範を示しなが
ら、いじめ防止に向けた風土を醸成す
る。

保護者「学校は保護者会、教育相談など
で、家庭の考えを聞くことができています
か。」
肯定的回答の割合　98.0％
生徒「困ったとき先生に相談することがで
きましたか。」
肯定的回答の割合　81.9％
・スクールカウンセラーは週３日勤務
し、面談等を実施している。また、児
童相談所や子ども家庭支援センターと
も連携を図りながら、生徒一人ひとり
に合った支援をしている。
・不登校生徒等を対象に実施する別室
指導（ジャスミン・ルーム）では、登
校支援員を３名配置し、クラスで指導
が受けられるように支援している。
・学校生活調査やQU調査の結果を分析
し、各生徒のストレス症状や学級毎の
特徴の把握に努め、面談や学級経営に
活用した。
・生徒のトラブル発生時には、迅速か
つ組織的に対応することができた。
・いじめは適切に認知することで確実
な対応を行い、被害生徒に寄り添った
対応を迅速かつ適切に行った。


